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「食生活」を対象とした研究論文の傾向について

1987 年から1993 年の大学研究紀要を中心として

文教大女短大　大久保洋子

目的　 現在の我が国には国外からの数多くの食品や料理文化が導入され、めまぐるしく変

化している。それらに対する記録・調査などがどのようになされているかをみるにはいろ

いろな手段が考えられる。そのうちのひとつとして本学会のデーターベースも44 年間

110000 件（1997 年から）という膨大なデーターが学術情報センターを゚経由して検索する

ことが出来るようになった。それらの中から「食生活」分野の傾向を見ることを目的に分

析検討をおこなった。

方法　日本家政学会データーベースにおいて検索コードN ol57 「食生活」を用いた。今回

は多くの記載学会誌。雑誌などは除外し、紀要論文に限って1987 年～1993 年について。

シソーラス項目に準じて若干の修正を加え、食事・食文化・献立・食生活調査・食生活情

報・食器具・外国・その他の８項目に分類し考察した。

結果　 食生活コードNol57 のうち紀要論文を検索すると1994 年～1986 年までの間にはた

った１件であった。1987 年～1993 年ではそれぞれ82､84､80,89､83､99､95 件であった。

つぎに1944 年～1986 年について食生活を加えて検索すると1960 年まではｏ件、1961 年

～1986 年まで０から31 件であった。これは報文タイトルにr 食生活j の語彙を含まない

ものは検索されない数値である。木樅告での1987 年～1993 年での検索は「食生活」の内

容と判断したものが登録されているので、1987 年からの傾向をみるために、研究内容を８

項目に分類した結果、食生活調査・食文化は各年ともに研究対象としての頻度が高かった。

2Ap －５ 『日本家政学会誌』における食文化関連論文の年代別分析

『生活学』，『風俗』との比較を通して

桑畑美沙子（熊本大）
目的：家政学会誌，生活学および風俗から検索した食文化関連論文の研究手法・研究内容

研究対象を年代別に検討し，家政学会における食文化研究の課題を明らかにしたい．

方法:95 年までの家政誌（51 年～）. 生活学(75 年~ ）および風俗(62 年～）の食文化関
連論文を対象に，研究手法と統計的処理の有無，研究内容，および研究対象として選定さ

れている地域・階層・時代の視角の明確さを検討した．
結果：①食文化関連論文は，生活学(41 編）で17～31％, 風俗(76 編）で12～27% であっ

たが，家政誌（報文81編，資料31編，ノート２編）では１～5% とどの年代も少なかった
②研究手法は，風俗ではどの年代も88％～100％が文字資料であったが，家政誌と生活学

は年代によって異なり，アンケート・文字資料・聞きとりが比較的多かった．特に家政誌

は年代によって変化し,   70年代までアンヶ－トが90％前後であったが.   80年代に文字資料

が多くなり,   90年代に聞きとりも増えてきていた.   C3)統計的処理は，どの年代も，風俗で

は全くなされていなかったが，家政誌では有意差検定が，生活学では多変量解析が20～40

％でなされていた. ④研究内容は,   3誌ともどの年代も食行動が85～100％であった. ⑤

どの年代も，対象としている時代や地域の視角が明確な論文は風俗と生活学では多く，家
政誌では半数以下であったが，階層の視角が明確な論文は３詰とも多くなかった．

以上のことから，家政詰の食文化研究は種々の方法で研究されるようになってきている

が，今後，さらに（D他分野の研究と比肩できるように食文化に関する研究を活性化するこ

と,    C2)明確な視角で研究対象を選定することが必要であるといえよう.
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